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五
十
二
年
十
一
月

全
抑
協
結
成
に
参
画
し
、
組
織

強
化
に
尽
力
す
る

現

在

会
社
定
年
後
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
と
し
て
地
域
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
熊
本
県

池
上

俊
邦
）

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記

熊
本
県

井

上

明

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
、
旧
満
州
国

錦
州
省
の
錦
県
と
言
う
地
で
終
戦
を
迎
え
、
翌
十
六
日
武

装
解
除
と
な
り
、
奉
天
省
海
城
に
集
結
し
第
十
中
隊
に
編

成
さ
れ
、
ソ
連
軍
の
指
揮
下
に
な
り
抑
留
生
活
に
入
る
。

食
糧
も
半
分
以
下
に
な
っ
た
が
、
何
と
か
過
ご
す
。
昭

和
二
十
年
十
月
、
貨
車
に
押
し
込
め
ら
れ
、
行
く
先
も
知

ら
さ
れ
ず
出
発
し
た
。
歩
哨
に
聞
い
て
も
「
ダ
モ
イ
」
と

言
う
だ
け
。
途
中
、
貨
車
の
𨻶
間
か
ら
外
を
見
て
い
た
ら

ハ
イ
ラ
ル
と
わ
か
り
、
ソ
連
に
連
れ
て
行
か
れ
る
と
思
っ

た
。一

週
間
余
り
か
か
り
着
い
た
所
は
「
チ
タ
」
と
言
う
小

さ
な
街
の
駅
で
し
た
。
一
夜
明
か
し
、
翌
朝
、
途
中
何
カ

所
か
収
容
所
が
あ
っ
た
が
山
奥
へ
と
連
れ
て
行
か
れ
、
着

い
た
所
は
白
樺
林
で
何
も
な
い
。
雪
だ
け
が
腰
ま
で
あ

る
。
白
樺
の
枝
を
切
り
三
角
に
組
み
、
個
人
携
帯
の
天
幕

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
屋
根
を
張
り
小
屋
を
造
り
、
中
央
に

溝
を
掘
り
火
を
焚
き
一
夜
を
明
か
す
。
翌
日
よ
り
木
を
切

り
皮
を
む
き
積
み
重
ね
て
家
を
建
て
、
落
ち
つ
い
た
ら
一

カ
月
あ
ま
り
で
一
番
奥
へ
移
動
し
、
本
格
的
に
大
木
の
伐

採
作
業
に
入
る
。
三
人
一
組
で
、
二
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

鋸
一
個
、
斧
一
個
、
ク
サ
ビ
二
個
で
、
木
の
周
り
六
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
大
木
を
切
る
仕
事
で
、
大
変
体
力
の
要
る
作

業
で
す
。
一
人
三
立
方
メ
ー
ト
ル
で
三
人
で
九
立
方
メ
ー

ト
ル
。
で
き
な
い
場
合
、
後
片
づ
け
で
夜
中
ま
で
残
業
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
時
に
は
歩
哨
と
村
人
と
手
を
組

み
、
歩
哨
が
発
砲
し
て
非
常
呼
集
を
か
け
、
皆
が
集
ま
っ

た
間
に
盗
み
を
す
る
ん
で
す
。
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食
糧
は
、
道
路
が
悪
い
の
で
途
中
で
盗
ま
れ
半
分
以
下

に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
食
事
は
、
朝
夕
は
米
の
と
ぎ
水
の

白
く
濁
っ
た
く
ら
い
の
汁
に
キ
ャ
ベ
ツ
の
小
さ
な
葉
が

二
、
三
枚
。
昼
は
百
グ
ラ
ム
く
ら
い
の
パ
ン
に
小
魚
半
切

れ
。
時
に
は
松
の
渋
皮
を
剥
い
で
食
べ
、
飢
え
を
凌
ぎ
ま

し
た
。

三
カ
月
も
す
る
と
栄
養
失
調
に
な
り
始
め
ま
し
た
。
五

カ
月
、
六
カ
月
と
な
る
と
弱
い
老
人
が
一
人
二
人
と
倒
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
五
月
、
山
を
下
り
、
街
や
農
場
ま
た
は

魚
缶
詰
工
場
と
仕
事
が
変
わ
り
元
気
に
な
り
、
建
設
作
業

の
手
伝
い
。
ロ
シ
ア
人
と
も
知
り
合
い
が
で
き
た
。
食
事

も
山
野
草
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
川
の
魚
、
カ
ニ
も
取
り
、
何

不
自
由
な
く
働
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十
一

年
は
無
事
過
ご
し
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
、
建
設
作
業

中
、
戦
友
が
使
っ
て
い
た
金
棒
が
凍
っ
て
い
た
た
め
突
き

滑
ら
せ
、
そ
れ
が
私
の
左
足
首
に
刺
さ
り
一
歩
も
動
け
な

く
な
り
、
そ
の
ま
ま
車
に
て
病
院
に
連
れ
て
行
か
れ
無
事

治
療
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
事
故
が
山
で
だ
っ
た
ら
ケ
ガ

が
凍
傷
に
な
り
切
断
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ろ
う
、
街
で

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
三
カ
月
の
松
葉
杖
生
活
で
よ

く
な
り
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
走
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
後
三
カ
月
、
病
院
の
雑
役
を
し
て
過
ご
す
。

五
月
中
旬
、
突
然
帰
国
命
令
が
出
て
、
翌
日
ナ
ホ
ト
カ

に
集
結
の
た
め
出
発
し
た
。
各
地
方
か
ら
集
ま
り
、
一
週

間
ほ
ど
船
待
ち
し
て
病
院
船
「
山
澄
丸
」
に
乗
船
、
一
路

舞
鶴
港
へ
。
海
は
静
か
な
凪
で
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
五
月
二
十
八
日
、
上
陸
。
入
浴
し
て
新

し
い
服
に
着
替
え
、
身
体
検
査
や
帰
国
の
手
続
、
調
査
等

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
二
十
九
日
は
休
み
。
各
県
ご
と
に
編

成
さ
れ
、
三
十
日
、
各
県
の
故
郷
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

熊
本
駅
に
親
族
、
親
兄
弟
の
出
迎
え
を
受
け
、
郷
里
へ

と
向
か
う
。
町
民
の
方
、
友
人
、
村
人
の
出
迎
え
を
受
け

る
。
帰
っ
て
仏
前
に
帰
国
の
報
告
を
し
て
、
皆
と
語
り
合

う
。一

夜
明
け
て
六
月
一
日
、
熊
本
市
の
引
揚
援
護
局
へ
行

き
手
続
を
終
え
、
足
の
ケ
ガ
を
申
し
出
た
ら
「
保
証
人
が

い
な
い
か
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
戦
地
で
負
傷
し
病
院
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か
ら
帰
国
す
る
の
も
、
現
場
で
ケ
ガ
し
て
病
院
か
ら
帰
る

の
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
も
足
首
、
ひ
ざ
、
腰
と
痛

み
、
歩
く
の
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
何
と
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出

熊
本
県

古

家

次

男

私
の
家
は
貧
し
い
農
家
で
、
父
は
熊
本
県
山
鹿
市
三
岳

の
出
身
、
母
は
同
市
平
小
城
の
出
身
。
結
婚
し
て
長
男
が

生
ま
れ
る
と
家
計
も
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
り
、
姑
と
の
仲

も
よ
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
福
岡
県
大
牟
田
市
へ
出
稼
ぎ

に
出
た
。
大
牟
田
市
加
納
町
の
借
家
に
住
み
つ
き
、
父
は

三
池
製
作
所
に
就
職
し
ま
し
た
。

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
月
三
十
一
日
、
こ
こ
で

私
は
古
家
家
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。（
そ
の
後
、

弟
四
人
が
生
ま
れ
、
男
ば
か
り
の
六
人
兄
弟
、
一
家
八
人

の
大
家
族
と
な
る
）

私
は
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
、
大
牟
田
市
第
九
尋

常
小
学
校
を
卒
業
し
、
昭
和
十
三
年
、
大
牟
田
市
三
川
高

等
小
学
校
を
卒
業
す
る
。
同
年
四
月
、
日
本
発
送
電
株
式

会
社
に
入
社
。
ボ
イ
ラ
ー
の
補
修
作
業
員
と
し
て
勤
務
。

一
年
で
退
職
（
友
達
が
福
岡
市
堅
粕
で
電
気
溶
接
の
工
場

に
い
た
の
で
、
そ
こ
に
お
世
話
に
な
る
）。
電
気
溶
接
の

見
習
工
と
し
て
二
年
間
勉
強
す
る
。

昭
和
十
七
年
十
月
、
再
度
日
本
発
送
電
に
溶
接
工
と
し

て
工
作
係
に
入
社
す
る
。
会
社
に
は
当
時
青
年
学
校
が
あ

り
、
勤
務
し
な
が
ら
の
通
学
だ
っ
た
。
軍
事
教
練
が
主
で

あ
っ
た
。

十
代
の
青
春
も
つ
か
の
間
に
過
ぎ
去
り
、
二
十
歳
の
徴

兵
検
査
の
年
齢
に
な
っ
て
い
た
。

昭
和
十
八
年
に
大
牟
田
市
の
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
徴

兵
検
査
に
臨
ん
だ
。
市
民
会
館
は
若
者
で
い
っ
ぱ
い
で
あ

る
。
検
査
の
結
果
は
「
甲
種
」「
第
一
乙
種
」「
丙
種
」
な

ど
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
兵
役
に
適
さ
な
い
者
は
「
丁
種
」
と

さ
れ
る
。
甲
種
合
格
は
男
の
名
誉
で
あ
り
、
あ
こ
が
れ
で

あ
っ
た
。
順
番
が
来
て
徴
兵
官
の
前
へ
行
っ
た
。
す
る
と
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